
 

 

 

 

                                           

 

 

 

四日市市教育アドバイザーで三重の蔵人
くらびと

の元
もと

校長
こうちょう

先生をお招
まね

きして、「『志』 

の授業」を実施
じ っ し

しました。 

その授業は「自分
じ ぶ ん

の夢
ゆめ

がありますか？」という問
と

いから始
はじ

まり、続
つづ

いて「夢 

が決
き

まっていなくてもいい。また、一
ひと

つでなくてもいい。そして、途中
とちゅう

で夢は 

変
か

わったっていい。」という話
はなし

がありました。 

また、「夢を叶
かな

えるには、多
おお

くの人の支
ささ

えが必要
ひつよう

である」という 

ことも学
まな

びました。 

そして、夢を叶えた人
ひと

たちが、インタビューなどで話している 

内容
ないよう

には、お世話
せ わ

になった人たちへの「感謝
かんしゃ

の気持
き も

ち」があると 

いうことを聞
き

き、子どもたちは、オリンピックメダリストやノーベ 

ル賞
しょう

受賞
じゅしょう

時
じ

のインタビューを思
おも

い浮
う

かべているようでした。 

最後
さ い ご

には、「“夢”は個人的
こじんてき

なもの、自分が満足
まんぞく

するもの」（例
たと

えば、「私の夢は、医者
い し ゃ

になること

です」）であり、「“志”は社会的
しゃかいてき

なもので、みんなのために行
おこな

うもの。人を幸
しあわ

せにするもの」（例

えば、「私の志は、医者になって病気
びょうき

で苦
くる

しむ人たちを救
すく

うことです」）という話がありました。 

その後
ご

の子どもたちの発言
はつげん

から、今回
こんかい

の授業で、夢と志を持ち、未来
み ら い

を切
き

り拓
ひら

いていくための

第一歩
だいいっぽ

を踏
ふ

み出
だ

すきっかけになったと感
かん

じました。 

この機会
き か い

に、ご家庭
か て い

でも夢や志について、保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

の経験
けいけん

も含
ふく

めて話し合ってみてはいかがで

しょうか？ 

 

 

 寒
さむ

さが日
ひ

に日に増
ま

してきているにもかかわらず、 

朝
あさ

や業間
ぎょうかん

の休
やす

み時間
じ か ん

には、たくさんの子どもた 

ちが、運動場
うんどうじょう

や児童
じ ど う

玄関
げんかん

の前
まえ

で運動
うんどう

遊
あそ

びをして 

います。さすが「子どもは風
かぜ

の子」ですね。 

 そんな運動遊びの中
なか

でも、最近
さいきん

、中
ちゅう

・低学年
ていがくねん

 

に人気
に ん き

のある遊びは、竹馬と一輪車です。なかなか乗
の

りこなすには、一筋
ひとすじ

縄
なわ

でｓ 

はいきませんが、乗れた時
とき

の感覚
かんかく

を味
あじ

わいたいのでしょうね。あの空中
くうちゅう

乗
の

り 

の感覚！竹馬の練習には「イエローレシート」で購入
こうにゅう

した 2つの練習機
き

が加
くわ

 

わり、合計
ごうけい

３台
だい

になりましたが、時間
じ か ん

待
ま

ちの状態
じょうたい

です。今後
こ ん ご

も子どもたちの 

運動欲求
よっきゅう

に応
こた

えることができるように、整備
せ い び

を進
すす

めていきます。 

☆彡 これからも「イエローレシート」へのご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いいたします ☆彡 

学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

  心
こころ

豊
ゆた

かにたくましく、ともに学び合う
ま な  あ   

子ども
こ   

の育成
いくせい

 

令和
れ い わ

３年
ねん

１１月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

 

四日市
よっかいち

市立
し り つ

三重北
み え き た

小学校
しょうがっこう

 

 ５・６年生 「 志
こころざし

」の授業
じゅぎょう

（１１月２５日） 
 

 

 

竹馬
たけうま

や一輪車
いちりんしゃ

に挑 戦 中
ちょうせんちゅう

 

 

 

 


